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報文 

竹林および広葉樹林の林床における 6樹種の枝の分解速度 

－ 設置 1年後の結果－ 

 

深澤 遊 

東北大学大学院農学研究科 

 

 

要旨 

竹林および雑木林の林床に 6樹種の枝を設置し、一年後の分解速度を測定

した。設置後半年の結果と異なり、密度減少率には樹種間の差だけでなく調

査地間の差も検出された。ただし、竹林と広葉樹林で差は見られなかったの

で、植生の違いよりも、日当りや地温・水分条件などの気象要因に強く影響

されているのかもしれない。 

キーワード：分解速度；枝；竹林 

 

はじめに 

近年、里山における竹林の分布拡大（片野田 2003；大野ほか 2004； 鈴木ほか 2006； Suzuki 

and Nakagoshi  2008）により、地域生態系における生物の種多様性の減少（Suzuki and Nakagoshi  

2011）や、落葉や落枝など植物遺体の分解といった生態系機能の低下が指摘されている。植物遺

体の分解過程には、森林における土壌の形成や養分の循環に関わる重要な働きがある（Boddy  

1991）。広葉樹林にタケが侵入することにより竹林化すると、もともと生えていた広葉樹の落葉や

落枝は、タケの落葉と混ざった状態で分解していくことになるが、このような状況下で分解過程

にどのような影響があるかは分かっていない。本研究では、植物遺体の分解速度と里山の植生や

管理との関係を明らかにするため、トラスト地を含む竹林と雑木林の林床で、広葉樹の枝の分解

試験を行っている。枝設置半年後の結果についてはすでに報告した（深澤 2010）。今回は、設置

一年後の結果について報告する。 

 

調査方法 

狭山丘陵の埼玉県側に 16カ所の調査地を設定した。うちわけは、広葉樹林 8カ所および竹林 8

カ所である。調査地の概要は前回の報告（深澤 2010）に述べた。2009年 5月、関東地方の里山の

主な構成樹種であるコナラ・エゴノキ・クヌギ・ムクノキ・ウワミズザクラ・シラカシの 6樹種

の枝（直径 1-5cm）を調査地に設置した。設置方法の詳細は前回の報告（深澤 2010）に述べた。 

枝の分解の指標として、体積密度（g/cm3）を測定した。枝設置時（2009 年 5 月）および設置一

年後（2010年 5月）に、各枝の先端から厚さ 1cmの円盤をノコギリを用いて採取した。円盤は研

究室に持ち帰り、樹皮を取り除いた後、正確な厚さと直径をノギスで測定した。円盤の厚さは、

最も薄い場所と最も厚い場所の 2点で測定し、その平均値とした。直径は長径と短径の平均値と



トトロのふるさと財団 自然環境調査報告書 8: 17-19. 深澤（2011）竹林および広葉樹林の林床における 6樹種の
枝の分解速度-設置 1年後の結果- 

 18

した。円盤の厚さと直径から、円盤の体積を算出した。円盤は 70˚Cで一週間乾燥した後、乾燥重

量を測定した。円盤の体積と乾燥重量から、円盤の体積密度を算出した。枝ごとに、設置時の体

積密度および半年後の体積密度から、体積密度の減少率（%）を算出し、分解速度として評価し

た。密度減少率のデータはアークサイン変換した後、統計解析して樹種および調査地の影響を評

価した。菩提樹 Aでは、大部分の枝が紛失して回収できず、十分な数のサンプルが得られなかっ

たため、解析から除外した。 

 

結果 

図 1に、各樹種の枝の設置一年後の密度減少率を調査地ごとに示す。密度減少率は、ウワミズ

ザクラで 40.3-61.7%、エゴノキで 35.4-53.5%、クヌギで 33.5-57.7%、コナラで 16.6-42.7%、シラ

カシで 36.7-59.3%、ムクノキで 35.3-64.1%の範囲にあった。樹種と調査地を要因項とした二元配

置分散分析により、枝の密度減少率に対する樹種と調査地の有意な影響が検出された（それぞれ、

F=20.19, P<0.0001、F=2.01, P=0.0171）。樹種間で比較すると、ウワミズザクラ＞ムクノキ＞コナ

ラの順に密度減少率が有意に大きかった（Tukey-Kramerの HSD検定）。エゴノキ・クヌギ・シラ

カシはウワミズザクラとムクノキの中間の値だった。調査地間で比較すると、菩提樹 Bでの密度

減少率が 1号地よりも有意に大きかった（Tukey-Kramerの HSD検定）。竹林の調査地と広葉樹林

の調査地の間で密度減少率に差のあった樹種はなかった（T検定）。 

 

考察 

樹種間で密度減少率に差が見られ、コナラで最も密度減少率が小さかった結果は、設置後半年

の時点での密度減少率（深澤 2010「重量減少率」）と同様だった。今回の調査では、設置後半年

の結果と異なり、樹種間の差だけでなく調査地間の差も検出された。ただし、竹林と広葉樹林で

差は見られなかったので、植生の違いよりも、日当りや地温・水分条件などの気象要因に強く影

響されているのかもしれない。さらに、分解に関わる木材腐朽菌の種組成が調査地間で異なって

いる可能性も考えられる。設置半年後の時点では、木材腐朽菌相は調査地よりも樹種の違いを強

く受けており、このことは、設置半年後の時点での密度減少率が調査地よりも樹種の影響を強く

受けていたこととよく一致していた。今回の調査では木材腐朽菌相を記録していない。今後は、

調査地ごとの気象要因の調査を行うとともに、枝のサンプリングおよび木材腐朽菌の記録を継続

していく。これらのデータを、植生の管理方法のデータと共に解析し、枝の密度減少率に影響を

与えている要因を特定することにより、落枝の分解という生態系機能を保全するための植生管理

を明らかにしていきたい。 
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図１ 枝の設置１年後の重量減少率。白黒のパターンで区
別してある調査地は竹林。エラーバーは標準誤差。


